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市民活動t博 じめたいt■ ど、実際t=は どうしたらよllかわからない。

ヒんな人の撼じめの一歩tサ ポー トします。

【日時】12月 22日 (土 )9:30～11:30       _
【対象】地域を盛り立てていきたい市民団体・企業・学校の蘭1係者■

【定員】30名 (先着順・要申込み)

【料金】無料                      ぽ

【講師】手塚明美 (逗子文化プラザ市民交流センター館長)   ,

驀轟財蜀 鑢鶴翁 鬱雛成釜涯鰯譲鰹
団体の資金の悩みを解決するためには、補助金や助成金を活用してみませんか?

実際の動成金申請書を用いて書き方や考え方を伝授します。

【申込方法】12月 1日 (土)～ 逗子文化プラザ市民交流センタニ窓口・電話・ FAX・ メールで受付

【お問合せ】TEL:046‐872-3001 FAX:04・ 6-872‐3003E― MAIL:ac―centerozushi― pscorg

11月 24日 0は

【日時】12月 22日 (土 )15:30～ 17:30

【対象】二市1民活動を発展させたい人・団体i ■ =一 二

【定員】30名 (先着順・要申込み)

【料金】500円

【持ち物】筆記用具、団体の活動・概要がわかる資料や規約など

【講師】手塚明美 (逗子文化プラザ市民交流センター館長)'

醸 竜歩竜ガコL調臨鷺髯×会 0翌予二蜜 10:00～
15100(荒天中止) 会場:フェステイ用し1:“ク

′
              |=:



饉
．ラ

Ｊグ一

Ｎ業企

2018in裏嚢子
多様な主体の出会いと、きつかけ作りの場

案外知らない となり町のこと。新たな出会いとつながりが生まれるかもしれません。

まずはお互いの町で何が起こっているのか知ることから始めましょう。

今回は「逗子」と「鎌倉」を取り上げます。       |
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【日時】2018年 12月 2日  13:00～ 16:00

【場所】逗子文化プラザ市民交流センタニ 会議室

脚象】地域を盛り立てていきたい市民団体・企業・学校の関係者

【定員】30名 (先着順・要申込み)

まちの保育日 か赤くら ｀

登壇者 :中尾 票 一敵 団法人Teねcoya921億理聾

植杉 佳奈恵 面白法人カヤツク労務・人事部

まちの保育園鎌倉担当

逗子ア‐トフエステ綱UL(ZAF)
登壇者 :柴田 雄―郎 一般社団法人地域デザイン学会

アートフォーラムプロデユーサー

申込フォーム

ｍ
・【料金】無料

【申込方法】～21日 Ok)ま で申込フォーム・FAX及び市民交流センター窓口にて受付

嘉民活動ススメ講等 も う 会 計 |ホ ッ ラ ク ナ

ー

魂

日時  2018年 10月 27日 (土)9130～ 11:30
場所  逗子文化プラザ市民輔縦う夕驀
講師  手塚明美 幅子文化プラザ市民交流センシ毒麟講

参加者 11名
受講満足度 415点 /5点満点中

団体の会計担当者に必要な基本的な知識を提供し、団体の組織基盤を強化する目的

で行いました。前半は、市民活動の会計iよ 個人の財布とは分けて考えることや

管理は会計担当でよいが執行の判断は組織で行うなど団体としてお金を扱う際の

基本的なルールについて学びました

後半は、団体のお金を扱うときに必要な各種伝票の役割や管理のしかたについて

実践的なアドバイスが行われました。基本ルールを確認したのち、講師の体験に

基づいたよくある具体例を用いてこんな場合はどう処理するかなどを学ぶことが

できたので参加者-1ま 深まったと思います。
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暢0パブI」‐ッうサービスが爺民交流センタ■の事走管理者になって3‐ 年半が経:

ちました。市民交流セーンターの役害」を「ふやす・ひろげるまっなげる」の3っの.

キニヮニ:ドと葉約して:その二年平の歩みを数学や彙績そ振r」 返ふてみました。
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市民交流センターは市民の 【自主的】【主体的】【公益的】 l

な活動を支援するための施設です。日々、様々な活動で賑 |
わっているセンターですが、実際に利用者や市民活動団体 :

題

は増えているのか、数字にしてみました。        :

|お手伝いをすることも私たちの役目です。相談件数や市内
|

市民活動に必要な矢0識や情報を提供し、活動の幅を広げる

ヽヽ
…………………ニニ■l二重■主f`二1__三■/

活動相談件数が残念ながら減っています:

団体が相談を必要としな<なつた
=:自

立し

た ?と、考えられなくもないのですがtこ

れからはもつと頼iら れる市民交流センタニ

を目指して、スタッフー同市民活動を盛り

*会議室利用者数 2015年 182,067名

2016年 190,1768 (8109名⊃

(232を]」ゆ2017生F:90,408名

*登録団体数   2015年 :291団体       思

＼、_二“__“_壁量二“隻盟
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地域資源を見つけ出し、互いの良いところを結びつけて新たな価値を ヽ地域資源を見つけ出し、互いの艮いとこうを遍ぴつけて莉たな1曲値を
1

動りだす。そのお手伝しヽをすることも市民交流センターの役割です。 :

これまで行つてきた主な事業を振り返つてみます。

*市民交流センターフエア (年 1回開催)

*トモイクフ土スティバル (年 1回開催)    F
I *逗子市社会福祉協議会との協働1事業など     夢

ミヽ整 1_陛主主
=ニ

ゴ三f」三響 型

立てていきたいと

思つています !
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入工知能 〔AI)と市民活動 NpOCLIP volビ 39‐

逗子市では、高齢者介護 2施設に人工知能ロボッド Pepper(ペッパー)Fがいます。落語や歌を披露したりヽ ご

挨拶をしたりと高齢者の皆様に人気のようです。市民交流センターの指定管理者である株式会社パブリックサービ|

スの社会買献事業の一環でプレゼントされたのは昨年の 11月でした。.「社会貢献の一環でロボットを送る ?」 なん

てことは一昔前では考えられなかつたことですが、2018年の今、ごく普通に受け入れられるようになりました。

チェス、日象 将棋と、AIとの戦いにヒトが負けてしまう事例が話題に上つたのは 2000年を超えてからですがt

最近では、回転ずしの案内ロボットか登場するなど、仕事の領域の変化は確実に進んでいます。宅配便の無人自動

アメリカで1ま、オックスフォード大学のオズボーン准教授のデータを基に、機械や AIにとって代わるJ(奪われる

と表現されています)仕事ランキングを発表し、小売店の販売員が 1位、次いで 2位:ま会計士でした。日本でもt

無人のコンビTTンスストアが登場したことを考えると、まんざら絵空事とも思えません。会計士に次いで公務員

も上位に含まれておりますが、逆に、料理人 (調理人ではなく)や会計・経理事務員〔まランクが低くなつています:

団体の会計を担当されてしヽる方はお分かりと思いますが、意外と想像力や創作力が必要ですよね。このような仕事|

は、今のところビッグデータの分析・解析や空間認識のできるセンサー機能を駆使してももう少し時間がかかると|

しヽうことでしょうか。

市民活動のカナメはコトや価値の創造で、創作的です。ササエは共感としヽわれ両方

とも想像による心の動きがポイントです。この二つが Alにとつて代わる時代が来る

可能性は誰も否定できません。産業革命から 3世紀。次の新しい革命が、いつの日か

歴史の教科書に記載されたとき、NPOやボランティアに関わるヒト達は確実に増えて

いると私は思っています。どんなに社会が変化しても、時間そのものが速くなつたり

遅く進んだりしないのであれば、仕事ではない何かにきつと興味がわくのではないか

と思うのです。

センター通信 100号が発行できました。次号からも手探り感満載でお送りしたい

と思います。弓|き続きご支援ご協力、よろしくお願いいたします。(館長 手塚)
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平成 30年 12月 29日 (土》～撃咤 3量 年 1月 3霧 (本》まで融 曳
なお、屋内温水プールはメンテナンスの渤 量燿 4爾 (金)までお休雄 なります。
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業:朧場所肺民交流センタ報、喫茶スペース・横 墓薬覗驚理『雷軍理始を除0会ヲ悽珀麒漢意竃ξ席鷲判]鷲墓罫:【開催日時】月～金曜日 10～16時 (市民交流センター体館E

ブーチカ 13潮い礫釘時憫変動機  完麹 ―ス
水中運動数室 10100～1lBO 講 ―ス
ーErFjっラブ 1榔00～1創Ю 講 ―ス
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*勒 お炒卜み*

嗜2月 29日～霧躍 3図 (プールは4園 )まで

幸欄裁自1日間幸

平日、± 9100～ 2■00(受付は20100まで)

※屋内温水プールの入場は 2●00まで

日曜日  9:00～18:00(受付は1730まで)

※屋内温水プールの入場は17:30まで

申体館ロホ

第103火曜日(祝日の場合暉 館し、翌日体館)

年末年始 (12月 29日～翌年1月 3日 )

*京浜急行「新逗子」駅より徒歩 2分

*」 R「逗子J駅より徒歩 5分

(施設内駐車場は台数に限りがありますので、

公共交通機関をご利用<ださい。)

T249-0006
神奈ll瞬暉縣箱腫子4…2-11
TEL 8  046-872-3001
Fax 8 046-872-3003

匿メー′じ : ac―●entere2uShi~ps● .●rg

ホームベージ :

wu協●it■zus輛.kanagawaJげ kouttu/

屋肉温水ブール

TEL・ FAX : 046-872-3004
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